
資料4 各被災地区の復興に向けての
課題整理と方向性

１.姿地区 ２.新道地区

１.姿地区

２.新道地区

３.北大町

４.中央町

地震による被害が甚大であった４地区において、これまで
復興に向けた取り組みで見えてきた課題を整理し、まちづ
くりの方向性をまとめる

３.北大町

都市機能誘導区域（一部） 
居住誘導区域

４.中央町

防災建築街区は防火地域
都市機能誘導区域
居住誘導区域氷見市 R5.12月17,446世帯/43,205人⇒R7.12月17,215世帯/41,167人

[世帯1.3%減/人口4.7%減] 、公費解体（自費解体含）申請数984棟



姿地区の自然豊かな景観や周辺地域の歴史、食、温泉
などの地域資源を生かした交流人口の創出や移住者を
確保するため、解体跡地の多様な暫定活用を探るとと
もに、空き家を活用した移住者等の受け入れ体制を整
える。

〇富山湾岸サイクリングコースで、虻が島越しの立山
連峰が望める希少な場所が解体跡地となった。

〇高齢化が進む限界集落に震災による転出が増加し、
集落活動の維持が困難になってきている。

●隣接地に危険な老朽空き家が点在する。

●国が管理する国道１６０号の安全対策や、県が管理
する建設海岸護岸の散策に危険の無いような段差解
消、消波ブロックの潜堤化等による海岸線の景観を
向上させる対策も必要となる。

姿 R5.12月69世帯/150人⇒R7.12月59世帯/121人[世帯14%減/人数19%減]、公費解体申請数41棟

R6.7/17に姿復興の会を立ち上げ、毎月25日に復旧・復
興に向けた取組みを協議している。

8/9(土)富山大学芸術文化学部院生による「解体跡地を
活用した賑わいづくりの発表会」が開催され、「すが
たまっぷ」「アブガシマテラス」「姿の花泊プログラ
ム」を提案した。

10/18(土)臨時総会が開催され、
アブガシマテラス案を進めてい
くこととした。

〇アブガシマテラスをR8.２月
から試作し、3/29(日)にはカフェ
等を出店するイベントを実施して
効果検証する。

取り組み状況 見えてきた現状と課題

目指すべき方向性

約4,000㎡

アブガシマテラス整備地

里海の豊かな自然環境の保全・活用を図るとともに、
海越しの立山連峰の眺望景観と自然と集落が調和した
景観を保全します。

都市計画マスタープランの主要な地域づくり方針

1.姿地区
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２.新道地区

新道地区の自然景観等を生かした良好な居住環境や広大
な土地を利活用した交流を創出するため、解体跡地を住
民や来訪者の憩いや癒しの場として暫定活用するととも
に、区画整理の推進や一体的な土地開発に向けての検討
を進める。

〇市内で最も集積し、海越しの立山連峰を望み広大な
比美乃江公園に隣接した場所が解体跡地となった。

〇液状化対策範囲に位置し、最初の実証実験地区で、
隣接地には災害公営住宅が整備中である。

〇住民のつながりや空き地の利活用を求める声が多い。

●解体跡地の区画を横断する共有名義地の解消に向け、
未相続の解決に時間を要する場合がある。

●土地利用が東西方向に細長い長屋スタイルであった
ため、住宅地とするには区画整理が必要となる。

R6.10/5とR6.12/21に区画整理の概要や課題、進め方等
を解説した「土地区画整理事業セミナー」を開催した。

R7.2/22とR7.5/1に地区の課題や将来に望む地区の姿を
考える「復興ワークショップ」が開催された。

10/31(金)共有名義解消に向
けた意見交換会を開催した。

12/13(土)に間島、12/20(土)
に新道でそれぞれで解消に
向けた地権者の同意があっ
た。未相続である場合は早
期に登記完了するよう依頼
した。

3/3(火)復興まちづくりに向けた意見交換会を開催する。

取り組み状況 見えてきた現状と課題

目指すべき方向性

約14,000㎡

海越しの立山連峰の眺望景観や、ひみ番屋街、比美乃
江公園と一体となった賑わいの空間づくりとともに、
ゆとりある住宅地として集落環境の維持を図ります。

都市計画マスタープランの主要な地域づくり方針
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栄町 R5.12月468世帯/1,142人⇒R7.12月435世帯/1,022人[世帯7%減/人数11%減]、公費解体申請数92棟



３.北大町

周辺環境との調和による快適な住宅地の再生やひみ番
屋街との関連性を生かした周遊性の創出のため、解体
跡地の活用によるコミュニティ維持や周遊性を高める
暫定活用を進めるとともに、市景観計画にまちなみの
統一的な基準や点在する跡地利用を推進する体制を整
える。

〇地区の東（海）側に市内で最も集客力のあるひみ番
屋街がある。番屋街オープン時には、この地を氷見
の「ソラマチに」といった地元意見もあった。
  ※ソラマチはスカイツリーのふもとに広がる商業施設

〇液状化対策範囲に位置し、隣接地には災害公営住宅
が整備中である。

〇祭りの継承や地区の特色を活かしたまちづくりを求
める声が多い。

●借地していた住家も多く、解体後は、元の場所での
再建を断念している方も多い。

●くし目状に解体跡地が点在し、まとまったエリアが
なく、土地利用が限られてくる。

10/29(水)加納・池田町役員に「北大町まちなみ再生構
想」を説明した。

12/1(月)加納町、12/2(火)
池田町の役員と復興に向け
た意見交換会を開催した。

地区ごとにまちの「いま」
と「これから」を考える
座談会を開催している。

 加納町 池田町

第１回 2/8(日)   2/14(土)

第２回   3/14(土) 3/14(土)

取り組み状況 見えてきた現状と課題

目指すべき方向性

約7,000㎡

利便性が高い環境を活かし、空き地・空き家の利活用
の促進や民間開発の適切な誘導により、誰もが安心し
て暮らしやすい良好な住環境の形成を図るとともに、
海越しの立山連峰の眺望景観や歴史的な街並み景観な
ど、多様で魅力的な景観を保全・創出します。

都市計画マスタープランの主要な地域づくり方針
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北大町 R5.12月547世帯/1,292人⇒R7.12月491世帯/1,097人[世帯10%減/人数15%減]、公費解体申請数191棟

約4,000㎡



４.中央町

中央町の復興まちづくり方針を基にした賑わいやなり
わいの創出、中心市街地の活性化のため、暫定的な仮
設店舗等による新規参入や育成、イベント実施による
効果検証を重ねるとともに、再整備に向けて様々な土
地活用の方法を探る。

〇中心市街地で公共交通（路線バス）や高速道路から
アクセスのよい場所が解体跡地となる。

〇事業継続する商店は別の地区や建物に移転して再建
している。

〇祭りや歴史の継続を求める声が多い。

●大規模な建築物の解体であり再開発であることから
完了までの長期化が想定される。

●解体や計画、整備状況に合わせ、短期や中長期の段
階を踏んだ対応が必要となる。

8/11(土)、 9/22(月) 、11/23(日)に地区の魅力や課題
などを話し合う「中央町の復興まちづくり会議」を開
催した。

復興まちづくり方針
ひらく・つなぐ・めぐる
 みんなでつくる中央町

方針を支える５つの将来像
 1.にぎわいと出会いのあるまち
2.挑戦を後押しし合うまち
3.結び目となるまち
4.歴史と記録を継承するまち
5.地域の資源が循環するまち

取り組み状況 見えてきた現状と課題

目指すべき方向性

約3,000㎡

漁業文化やなりわい・まんがなどの本市の独自の資源
を活かした、新たな回遊拠点の整備や、既存施設を含
めた施設間の連携強化による魅力の創出、歴史的な街
並み景観を保全しながら、空き地・空き家などのミニ
再開発や都市基盤の整備、防災関連施設の機能強化を
通じた、安全で良好な市街地の形成を図ります。

都市計画マスタープランの主要な地域づくり方針
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中央町 R5.12月222世帯/466人⇒R7.12月196世帯/391人[世帯12%減/人数16%減]、公費解体申請数93棟



6

土地活用等
の意向調査

「土地活用等の意向調査」　加納町、池田町、新道地区の公費解体した転居者等に対し、今後の土地活用等についてアンケート調査した。

 加納町9・池田町6・新道24世帯に郵送したうち、R8.1/22～2/10 までに回答のあったもの　

n= 21 加納町 4 池田町 3 新道 14

12, 

57%4, 19%

5, 24%

① 個人名義

② 共有名義

③ 借地

9; 48%

0; 0%
1; 5%

9; 47%

0; 0%

0; 0%

2; 25%

4; 50%

2; 25%

問１ 土地の利用形態は 問２ 所有地の今後の活用は

問３ 問２で①売却したい、②賃貸したいを回答の土地の活用は

① 売却したい

② 賃貸したい

③ 自己利用したい

④ 決めていない

⑤ 既に利用している

⑥ その他

1; 50%

0; 0%

1; 50%

① 居宅として利用したい

② 店舗などに利用したい

③ その他

① 居宅として利用済

② 店舗などに利用済

③ 売却または賃貸契約済

④ その他

問４ 問２で③自己利用したいを回答の活用方法は 問５ 問２で⑤既に利用しているを回答の活用方法は

問６ 土地利用等に関してのご意見

③その他の意見

（記入なし）

「④決めていない」に記載されていた意見

本当は売却したい。でも売却するお金がない（固

定資産税がとてもじゃまです。家がないのに何か

損している感じです）

④その他の意見

・特にこだわりはない活用方法までは考えていない

・活用方法までは考えていない

・地震の被害が大きかった地域は無理に液状化対策で予算を使うより、

建物のいらない農地推奨地域に指定すればいいのでは？さらに提案す

るならば、「輪島の千枚田」や「富良野市のラベンダー園」のように

農地そのものが観光資源になるよう工夫できれば良いですね

③その他の意見

・借地のため、あらためて借りて何かする元気

はありません

・借地のため

・本当は売却したい。でも売却するお金がない

（固定資産税がとてもじゃまです。家がないの

に何か損している感じです）

④その他の意見

・更地になり今後の利用も考えていない。固定資

産税を払い続けることになって困っています。地

区全体で何等かの対応を早期に考えてほしい。

・立山連峰を眺められる公共施設など

③ 借地

② 共有名義

① 個人名義
① 売却したい④ 決めていない

② 商業施設として利用

③ 公共施設として利用

④ その他

① 住宅として利用①

② 商業施設として利用

③ 公共施設として利用

④ その他

・土地の後ろ側（海側）に上下水道管を早く通し

てほしい。

① 居宅として利用したい

・転居済なので今後の利用等は考え中。

③その他

・観光客など地元以外から来た人が利用できれば

いいと思う（番屋街など近いから）。

・まだ共有地問題が解決しておらず、

今後跡地利用については共有地問題が

すべて解決してから考えたい。

③ 自己利用したい

回答者なし



各地区の計画（ビジョン）の作成
地域コミュニティの維持
計画等に基づくまちづくり活動の推進

各地区の計画や活動のアドバイザー

姿 富山大学芸術文化学部 横山研究室 北大町
加納町・池田町

富山大学芸術文化学部 籔谷研究室

新道 名城大学理工学部 萩原研究室 中央町 東京科学大学環境・社会理工学院 真野研究室

各地区の復興に向けた課題整理と方向性

【当面の取り組み】

各地区の課題解決に向けた活動

各地区の復興の方向性を落とし込んだ計画（ビ
ジョン）を作成

将来的な土地活用に至るまで、暫定的な利用も
含めた土地活用の効果検証を実施

地区 復興の方向性

姿
地域資源を生かした交流人口の創出や
移住者の受け入れ促進

新道
自然景観等を生かした良好な居住環境
や広大な土地を利活用した交流の創出

北大町
快適な住宅地の再生やひみ番屋街との
関連性を生かした周遊性の創出

中央町
賑わいやなりわいの創出、中心市街地
の活性化

復興に向けての協議と対応 各地区の課題やニーズを踏まえ復興の取り組みを加速
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支援体制の
拡充と強化



姿地区
アブガシマテラス
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北大町
第１回まちづくり

座談会チラシ
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北大町
第２回まちづくり

座談会チラシ
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中央町
復興まちづくり方針
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